
広報�
つしま�

アジアに発信する歴史海道都市�

「広報つしま」�

人口・世帯数（平成23年２月末現在）■人口  男：17,281人  女：18,138人  合計：35,419人  ■世帯数  15,485世帯�

特集�
対馬の環境を考える�

ふるさとのにおい�
つしまトピックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●�
長崎県議会議員一般選挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●�
Pick up!・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●�
海道をゆく・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●�
こうほうショッキング・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●�
お誕生日おめでとう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●�

2�

6�

15�

17�

20�

28



響け！対馬のこころ
　2月6日、対馬市交流センターで「第４回 対馬島の合唱祭」
が開催されました。今年も市内各地から参加した13のコー
ラスグループが美しい歌声を会場いっぱいに響かせました。

大切な森林を次世代へ
　２月６日、厳原町小茂田浜で森林の集いが開催されました。
参加した親子は、紙芝居やクロマツの植樹などをとおして
あらためて森林の大切さに触れました。

「明るい選挙」推進への尽力に感謝
　対馬市選挙管理委員会の井鷹志委員長（豊玉町志多浦）が、総務大臣表
彰を受けました。井委員長は平成8年4月から旧豊玉町及び対馬市選挙管
理委員を歴任され、平成20年4月からは同委員長としてご活躍中です。

対馬の「美」はオンリーワン
　1月26日から2月6日まで、第7回対馬市民美術展が開催さ
れました。出展数は過去最高の171点。来場者も過去最高の
1,220名を数え、年々美術展への関心が高まっています。

美味しい料理をつくってね
　2月18日、（社）長崎県LPガス協会が、LPガスガラストップコンロ8
台を厳原小学校に贈りました。同協会は「食育プロジェクト」の一環と
して県内の学校や公民館などへガスコンロを寄贈されています。

祝　白寿　おめでとうございます�
厳原町　田中芳雄さん　明治45年2月14日生まれ�
　99歳を迎えられた田中さんに市から褒状とお祝い金が
贈られました。これからも長生きしてください。
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穴子はうめぇちゃ！
　2月5日、○５（アナゴ）の日に合わせ美津島町のパル２１で「対馬あなご祭り」
が開催されました。対馬穴子籠実行組合から提供された穴子約1,000匹がみ
そ汁・蒲焼き・寿司などに調理され、来場した約500人に振る舞われました。

雨の日の安全登校に役立てて
　2月6日、JA共済から対馬市へ黄色の学童傘460本が贈呈
されました。昨年に引き続き交通事故防止を願って送られ
たもので、市内各小学校へ配布される予定です。

　イエローベストでパトロール�
　対馬北地区少年補導員連絡協議会が、対馬北地区防犯協会及び県少年補導員連絡協議
会の協力を得て、パトロール時に使用するベストを作成しました。少年補導員は昼夜を問
わず「子どもたちが安心して暮らせるまちづくり」のためにパトロールを実施しています。

“若き血”の力を借りて
　県と慶應義塾大学との間で締結した連携協力協定に基づいて、「地域力
向上支援事業」（対馬市プロジェクト）が実施されています。「地域の宝」を
いかに振興につなげていくか。慶大生の頭脳をお借りしています。

スポーツは“地域元気の源”
　永年の体育指導委員としての活動に対し、桟原康文さん（厳原町豆酘）
が九州地区体育指導委員協議会から表彰を受けました。桟原さんは「つ
つの里ロードレース大会」でも中心となって活躍されています。

たばこは身体に良くないよ！
　長崎県が主催した「禁煙ポスターコンクール」で、厳原中学校の阿比留成
美さん（２年）が中学校の部で優秀賞を受賞し、対馬保健所長から阿比留さ
ん作成のポスターが印刷された記念の賞状が贈られました。
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　2月20日、対馬市公会堂で「第10回対馬少年の主張大会」
が開催され、中学生が日々の生活の中で感じた「命の大切さ」
「家族や仲間との絆」「対馬の未来」「自分自身の生き方」など
を堂々と発表しました。
　入賞者は以下のとおりです
　
　最優秀賞　安野　　匠くん（豊玉中）「大きな心で」
　　優秀賞　米田　和生くん（南陽中）「私たちの絆」
　　優秀賞　阿比留　基くん（豊玉中）「自分の思いを伝える」
　
　社会を明るくする運動長崎県弁論大会対馬市代表
　　　　　　齋藤凛太郎くん（佐須中）「ぼくの祖母」

　※最優秀賞作品は18ページに掲載しています。

しいたけマイスター永尾さんの話しを聞く学生たち�

僕の思い　私の思い��
�
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特集　対馬の環境を考える�

　市民の皆さんに今の対馬を「感じて」いただき、私たちの「生活・生き方」を考えるきっかけになれ
ばと、本紙では平成22年4月から「環境」をテーマに様々な特集を組んできました。�
　経済活動と自然環境保全活動を両立させていくことは簡単なことではありません。が、「われわれ人
間は自然の中で生かされていること」「人間の身勝手な“エゴ”で自然と対立してはいけないこと」を
再認識し、両立できるよう歩みを進めていくことは、今を生きる私たちに課せられた大きなテーマなの
ではないでしょうか。�

　　　　　こころやすらぐ「におい」を感じる対馬へ　今こそ　原点回帰�
　　　　　　　　　自然豊かなこの島で「生きていけること」に感謝して…。�
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合理性・利便性を求めた私たちは「ほどほどに」から「もっともっと」
という生活を求め、いつしか自然界の歩調を追い越していました。�

自然界で営まれる生命のつながり。�
人間がそのつながりを断ち切ることがありませんように…。�

　今月号の表紙と環境特集は、厳原町日吉にお住まいの藤崎利明さん
にご協力いただいて作成することができました。�
　藤崎さんから産み出される、思わず微笑んでしまうようなやさしい
絵と言葉で、あらためて私たちのふるさとを考えていただくきっかけ
になれば幸いです。ご協力に対し、心から感謝申し上げます。�
　４月１日には、なつかしい対馬の様子を描いた藤崎さんの作品「あ
のころの対馬」が対馬市教育委員会から発刊されます。どうぞご覧く
ださい。�
　�　■販売金額　９８０円（税込）　■販売場所　各地区公民館�
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投票は午前７時～午後６時

みんなで投票、みんなで参加、あなたの一票大切に�

長崎県議会議員一般選挙   投票日 ４月10日（日）

投票ができる人�

期日前投票�

投票ができない人� 市内転居者の投票�

期　　　　　間　平成23年4月2日（土）～4月9日（土）までの毎日�
時　　　　　間　8:30～20:00�
投票できる場所　�

投票日当日、何らかの理由で投票所に行って投票できない人は、期日前投票ができます。�

期日前投票所に入場券（入場券がなくても本人と確認できれば投票できます。）を持参し、宣誓書を記入

したのち、投票用紙の交付を受け、候補者氏名を記入し、そのまま投票箱に投函したら終了です。�

①日本国民で20歳以上の人�

（いちばん若い有権者は、平成3年4月11日までに生まれた人になります。）�

②選挙人名簿に登録されている人�

（今回の選挙の登録基準日は、平成23年3月31日ですので、平成22年12月31日までに転入届出をした人

　が選挙人名簿に登録されます。）�

③対馬市の選挙人名簿に登録されている人で、転出先の県内市町選挙人名簿に登録されていない人。�

※対馬市の選挙人名簿に登録されている人で、対馬市から県内に転出した人は「対馬市の各期日前投票

所で投票を行う」、「4月10日の投票日当日に対馬市の名簿登録地の投票所で投票を行う」又は「対馬市

の選挙管理委員会に不在者投票の請求を行い、転出先の県内の市町選挙管理委員会において投票する」

のいずれかの手続きで投票できます。なお、この場合において投票をされる方は、新しい住所地の市

町長が発行する「引き続き住所を有する旨の証明書（無料）」又は「住民票の写し」が投票するとき

に必要となります。証明書は新しい住所地の住民登録窓口で発行されますので、手続きを早めに行っ

てください。�

※4月2日以降で、県内の新しい住所地に転出される前であれば、期日前投票所で投票を行うことがで

きます。この場合、上記の証明書及び住民票の写しは必要ありません。�

①対馬市の選挙人名簿に登録されている人で、

　転出から4ヶ月を経過した人�

②投票日前日（4月9日）までに県外に転出した人�

③投票日前日（4月9日）までに死亡された人�

※ただし、期日前投票を行った方で、その後転 �

　出・死亡してもその投票は有効となります。�

④選挙権停止中の人�

○平成23年3月22日までに市内転居（対馬市内で

の異動）の届出をした人は、新しい住所地の投票

所で投票することができます。�

○平成23年3月23日以降に転居の届出をした人は、

前の住所地の投票所で投票することになります

ので、お間違えのないようお願いします。�

●対馬市役所　●美津島地域活性化センター　●豊玉地域活性化センター�
●峰地域活性化センター　●上県地域活性化センター　●上対馬地域活性化センター�
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手続きの方法（不在者投票の請求）�

投票日に次の理由で投票所で投票することが出来ない見込みの人（期日前投票者を除く）は、その旨の宣

誓と不在者投票用紙の交付請求の手続きを行い、滞在地の選挙管理委員会又は不在者投票施設等で不在者

投票を行うことになります。�

①4月9日までに対馬市を転出し、新しい住所地の県内の市町選挙管理委員会で投票する見込みの人（「引き

　続き住所を有する旨の証明書（無料）」又は「住民票の写し」が必要）�

②選挙期日にわたる観光、病気療養（指定病院等に入院している人を除く）等の旅行で市外に滞在中であ

　る人 （対馬市以外の市町村の選挙管理委員会で投票する人）�

③病院・老人ホームなどの不在者投票指定施設に入院、入所している人（病院長・施設長に不在者投票の

　請求の申し出が必要）�

④監獄・少年院等に収容中の人�

①転出や旅行等により、転出先及び滞在地で不在者投票しようとする人は、早めに不在者投票の交付請求

　を行ってください。告示日前でも不在者投票の交付請求は受付けています。�

②指定病院・施設に入院、入所中の患者は、病院・施設等で投票できますので、早めに病院長や施設長等

　に申し出てください。�

郵 便 投 票 �

開 　 　 票 �

郵便投票証明書をお持ちの方は、早めに郵便投票の請求及び交付手続きを行ってください。請求は、4月6

日（水）までです。また、身体障害者で身体障害者手帳に「上肢又は視覚の障害が1級である者」、戦傷病者

で戦傷病者手帳に「上肢又は視覚の障害の程度が特別項症から第2項症までである者」として記載されて

いる方は、郵便等による代理記載制度もあります。�

なお、郵便投票等による不在者投票についての詳しいことは、対馬市選挙管理委員会及び各地域活性化セ

ンター選挙担当にお気軽にご相談ください。�

　　対馬市選挙管理委員会�

　　　………………☎0920（53）6111�

　　美津島地域活性化センター選挙担当�

　　　………………☎0920（54）2271�

　　豊玉地域活性化センター選挙担当�

　　　………………☎0920（58）1111　　�

　　峰地域活性化センター選挙担当�

　　　………………☎0920（83）0301�

　　上県地域活性化センター選挙担当�

　　　………………☎0920（84）2311　　�

　　上対馬地域活性化センター選挙担当�

　　　………………☎0920（86）3111

問い合わせ�

不在者投票�

午後8時30分から「シャインドームみね」で即日開票します。�

�
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対馬市農業委員会委員�
20名が決定�

観光物産推進本部からのお知らせ�

はかりの検査を行います�

問い合わせ�

①農畜産（肉乳品・精米等）②水産③調味④米穀⑤精肉⑥鮮魚⑦青果⑧ストアー・百貨店
⑨嗜好品（お茶・コーヒー等）⑩みやげ品等⑪病院・薬局・保健所⑫協同組合（農協・漁協等）
⑬運送業⑭雑貨（金物・燃料等）⑮学校・幼稚園・保育所⑯その他

取引や証明に「はかり」を使用している方は、計量法により、2年に1度、定期検査を受ける必要があります。
次の日程で検査を実施しますので、該当する事業者などは必ず検査を受けてください。

検査を受けなくてよい計量器
○家庭で使用されているはかり

○民間計量士で検査を受けたはかり

　観光物産推進本部　☎0920（53）6111　　長崎県計量検定所　☎095（844）9892�

　指定定期検査機関（社）長崎県計量協会　☎095（841）9491

4月13日（水）�
  �
  �
4月14日（木）  �

4月15日（金） �

4月20日（水）  �

4月21日（木）�

4月22日（金）  �

4月27日（水）  �

4月28日（木）  

検査日� 会　　　　場� 時　間�
  9:30～12:00�
13:00～14:00�
15:00～16:00�
  9:30～12:00�
14:00～16:00�
10:00～12:00�
13:30～15:00�
10:00～11:30�
13:00～15:00�
11:00～12:00�
14:00～16:00�
  9:30～12:00�
13:00～15:30�
  9:30～12:00�
13:00～15:30�
10:00～12:00

上対馬総合センター�

一重地区集会施設�
佐須奈ふるさとセンター�
上県地域活性化センター仁田出張所�
中対馬開発総合センター�
峰地区公民館�
豊玉町漁業協同組合水崎支所�
仁位生活館�
対馬市役所佐須出張所�
対馬市役所豆酘出張所�
対馬市交流センター�
地下駐車場�

美津島文化会館�

小船越コミュニティーセンター�

【検査日程】

～検査の対象となる主な事業場～�
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福祉課からのお知らせ�

福祉事務所　福祉課　☎0920（58）2294問い合わせ�

児童扶養手当など各種手当の支給額が変更になります�

手　当　名� 現在の支給月額�
（平成23年3月分まで）�

変更後の支給月額�
（平成23年4月分から）�

全部支給� 4 1 , 7 2 0 円 � 4 1 , 5 5 0 円 �

41,710円～9,850円� 41,540円～9,810円�

5 0 , 7 5 0 円 � 5 0 , 5 5 0 円 �

3 3 , 8 0 0 円 � 3 3 , 6 7 0 円 �

2 6 , 4 4 0 円 � 2 6 , 3 4 0 円 �

1 4 , 3 8 0 円 � 1 4 , 3 3 0 円 �

1 4 , 3 8 0 円 � 1 4 , 3 3 0 円 �

一部支給�

１級�

２級�

児 童 扶 養 手 当�

特別児童扶養手当�

特 別 障 害 者 手 当 �

障 害 児 福 祉 手 当 �

福祉手当（経過措置分）�

支給額について、平成23年4月分から下記のとおり変更になります。

　手当額については、国が公表している「全国消費者物価指数」に基づき、毎年見直しが
あっています。

これまでの制度（償還払い方式）�

①医療費の支払

③申請書の提出

④医療費の支給
（振込）

②領収書の発行

受給者�

市役所�

保険医療機関等�

新しい制度（現物給付方式）�

①自己負担金の支払

※受給者証と保険証を
　提示する

③医療費の支払

②医療費の
請求

受給者�

市役所�

保険医療機関等�

　乳幼児が医療機関等で受診した場合の医療費助成方式が、４月１日診療分から「現物給付方式」に変わ
ります。「現物給付方式」とは、受給者証と保険証を医療機関等へ提示すると、一定の自己負担額（1日
800円、月上限1,600円）で診療が受けられる制度です（調剤薬局代は、保険診療外を除き医療費の支払
いはなくなります）。
　これまでの制度（償還払い方式）では、市役所での申請が必要でしたが、新しい制度ではこの手続きが
不要になります。新しい制度の対象になる世帯には、3月末日までに新しい受給者証を送付しますので、
大切に保管してください。

◎対象：市内在住で、健康保険に加入している0歳から小学校就学前までの子ども
※現在、乳幼児福祉医療の資格をお持ちの方は手続きは不要です。お持ちでない方（認定を受けていな
い方）は、受給資格の認定を受ける必要がありますので、福祉事務所・各福祉保健センター・各地域
活性化センター等で手続きを行ってください。

《注意》
　加入している健康保険によっては現物給付の対象外になる場合があります。また、県外の医療機関や県
内の一部の医療機関では、現物給付方式での支給は受けられません。この場合は、今までどおり市役所窓
口で申請書に領収書を添えて手続きを行ってください。

乳幼児福祉医療費助成制度が変わります�
�　～４月診療分より「償還払い」から「現物給付」へ～�
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教育委員会からのお知らせ�

学校の適正規模・適正配置について�

教育委員会　総務課　☎0920（86）3211問い合わせ�

　「対馬市立学校適正規模、適正配置等検討委員会」（以下「検討委員会」という）から平成23年2月4

日に教育委員会へ答申がありました。

　主な内容は、次のとおりです。

�

【答申書抜粋】�

z　学校の適正規模・適正配置の基本的な考え方

　（１）学校の適正規模

　　　　検討委員会の考え方

　対馬市の地形上からの人口分布、交通体系、地域の歴史・文化、各学校の施設規模等を勘案

し、関係者の努力や工夫によって小規模校のマイナス面を補いうる規模を、対馬市における最

小の学校規模として設定する。

　　　　

　（２）学校の適正配置

　　　　通学距離、通学時間及び通学方法

　通学による過度の負担がかからないようスクールバス通学を加味し、次のように設定する。

　　　　

x　小・中学校の適正配置の移行時期について

　原則として次のように設定する。なお、極端に児童生徒が少ない学校においては、早急に適

正配置を行うことが望ましいと考える。

　　　　

c　幼稚園の適正配置について

　今後、少子化が進んでいくと予想される中で、厳原地区及び久田地区に市立幼稚園を２園設

置しておくことは適当でないと考え、市立幼稚園2園を1園に統合することが望ましい。

　なお、幼稚園の適正配置については、次のとおりとすることが望ましい。

　　　　

※答申書は、対馬市のホームページにも掲載しています。また、答申書は、教育委員会本庁・各地区教

育事務所・各地区生涯学習センターで閲覧できます。

○複式学級編制を解消する。�
○小学校では全校6学級（1学年1学級）以上とし、中学校では全校3学級（1学
年1学級）以上とする。�
○小学校では、全校児童数70人以上、中学校では全校生徒数50人以上を目安
とする。ただし、地理的状況、交通事情、児童・生徒の健康面等を考慮し、
やむを得ない場合においてはこの限りではないものとする。�

○小学校では、通学距離が概ね20km以内及び通学時間が概ね40分以内�
○中学校では、通学距離が概ね25km以内及び通学時間が概ね50分以内�
　※ただし、保護者、地域住民の意思、又は道路事情によってはこの限りでは
ないものとする。�

○中期は、平成28年度までを目安とする。�
○長期は、平成29年度から平成33年度までを目安とする。�
　※ただし、保護者、又は地域住民の意思によっては早めになることもあり得る。�

○上対馬地区には、現状のとおり幼稚園を1園とする。�
○美津島地区には、現状のとおり幼稚園を1園とする。�
○厳原地区及び久田地区の幼稚園2園を統合し1園とする。�
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地域再生推進本部からのお知らせ�

（仮称）対馬市市民基本条例検討委員会の活動を報告します�
�

地域再生推進本部　☎0920（53）6111問い合わせ�

建設課からのお知らせ�

建設部　建設課　☎0920（53）6111　FAX0920（53）6123�
�

提出・問い合わせ�

　まちづくりのあり方・進め方について、市民・議会・行政それぞれの役割や責務を明確にするととも
に､これまで以上に市民の皆さんにも市政の担い手として関わっていただくための「みんなのルール【（仮
称）対馬市市民基本条例】」づくりを進めています。委員は、市民代表・公募委員・学識経験者等の20
名で構成され、今年の９月を目処に条例案のとりまとめを行い、市長へ提言書として提出される予定に
なっています。
　今後市民の皆さんにも意見交換会や意見公募等を通して、条例づ
くりに参加いただく予定としておりますので、ご協力をよろしくお
願いします。
これまでの経過�
○第1回委員会（平成22年8月）　　
　　条例に関する勉強会
○第2回・3回委員会（平成22年10月・11月）
　　委員及びワーキング部会員（市職員）による「これからの対馬」
に関するグループ討議を開催し、意見のとりまとめを行いました。

○青年及び女性の集い(平成22年12月)
　　これからの対馬を担っていく青年及び女性の方にお集まりいた
だき「大切にしたい『これからの対馬』をつくる私たちの『出番』
とは」をテーマにグループ討議を開催し、意見のとりまとめを
行いました。

○第4回・第5回委員会（平成23年1月・2月）
　　条例の前文、目的、骨格案（たたき台）の検討
○（仮称）対馬市市民基本条例検討に係るアンケート調査（平成23年1月）
　　アンケート結果は対馬市HPをご覧になるか、地域再生推進本部・各地域活性化センター地域支援課
までお問い合わせください。

ご協力ありがとうございました�
市内在住の18歳以上の男女から、無作為
に抽出した2,000人の皆さんと高校生の
皆さん、市職員を対象に実施しました。�

〒817-8510　対馬市厳原町国分1441　電子メール　keikaku@city.nagasaki-tsushima.lg.jp�
�

　公共下水道、漁業集落排水、合併処理浄化槽など、家庭や事業所から発生する汚水を処理する施設を
「汚水処理施設」と呼んでいます。
　「汚水処理構想」とは、市内全域でこれらの汚水処理施設の整備を効率的かつ計画的に推進するため
の基本方針を示すものです。本構想に基づき、早期に事業を実施するものではなく長期的な将来像です。
公表資料
　処理構想図などの詳細資料は、対馬市ホームページに掲載しているほか、建設課で閲覧できます。
募集期間
　平成23年4月28日（木）まで
募集の対象者
　市内にお住まいの方または市内に土地や建物を所有されている方
提出方法
様式は自由ですが、件名を「長崎県汚水処理構想・対馬市(案)の策定に対する意見」とし、住所・
氏名・電話番号・ご意見の内容を明記して、持参・郵送・ファックス・電子メールのいずれかの
方法で提出してください。
提出された意見の取扱�
　提出していただきましたご意見に対して個別には回答致しませんのでご了承願います。また個人
　情報を除き市のホームページにて公表する可能性がありますのでご了承願います。

「長崎県汚水処理構想・対馬市」(案)の策定に関する�
　パブリックコメントを募集します�
�



健康保健課からのお知らせ（平成23年度日程表）�

2011. 3 12

※原則は居住地区にある健康保健課及び南北福祉保健センターでの交付となります。 尚、都合が悪い方は他会場での交付も受け付けます。�
※対馬市健康管理センターは事前連絡不要ですが、その他での交付は事前に連絡して下さい。�

7ヶ月、11ヶ月 13：00～13：30�
3ヶ月 14：00～14：15

7ヶ月、11ヶ月 13：15～13：30�
3ヶ月 14：00～14：15

3～4ヶ月 13：15～13：30�
6～7ヶ月 14：00～14：15�
11～12ヶ月 14：45～15：00

3～4ヶ月 13：00～13：15�
7～8ヶ月 13：45～14：00�
11～12ヶ月 14：45～15：00

13：00～13：30

13：00～13：30

13：00～13：30

13：15～13：30

13：15～13：30

13：15～13：30

13：15～13：30

13：15～13：30

13：00～13：15

13：00～13：15

受付時間�

受付時間�

4月�

6　11　1　6　3　7　5　2　7　11　1　7

13 13

15 20 17 15 19 16

9

8 11 9

25 21 28

30 26 22

21 18  9�20 17 16

管　轄�

管　轄�

管　轄�

管　轄�

管　轄�

厳原東里�

厳原東里�

美津島�

対馬市健康管理センター�

豊玉町保健センター�

峰保健福祉センター�

上対馬地域福祉センター�

上県町地域福祉センター�

対馬市総合福祉保健センター�

対馬市健康管理センター�

豊玉町保健センター�

峰保健福祉センター�

上県町地域福祉センター�

対馬市総合福祉保健センター�

豊玉仁位�

豊玉仁位�

上県佐須奈�

上県佐須奈�

上対馬比田勝�

上対馬地域福祉センター�

峰三根�

峰三根�

南福祉保健�
センター�

南福祉保健�
センター�

健康保健課�

健康保健課�

北福祉保健�
センター�

北福祉保健�
センター�

南福祉保健�
センター�

健康保健課�

北福祉保健�
センター�

南福祉保健�
センター�

健康保健課�

北福祉保健�
センター�

南福祉保健�
センター�

健康保健課�

北福祉保健�
センター�

実施場所�

実施場所�

5月�6月�7月�8月�9月� 1月�2月�3月�10月�11月�12月�

4月�

27
27

11

22

10

24
26
128

3

26

14

25

9

21

2

22
24

10

15

5月�6月�7月�8月�9月� 1月�2月�3月�10月�11月�12月�

14：00～14：15

受付時間�

受付時間�

対馬市健康管理センター�

豊玉町保健センター�

峰保健福祉センター�

対馬市総合福祉保健センター�

実施場所�

実施場所�

4月�

18
22

13

20

10

21
22
128

13

16

14

28

19

25

2

21
27

10

18

20

24

15

10

17

30
129

12

14

16

14

2

8

23

10

5月�6月�7月�8月�9月� 1月�2月�3月�10月�11月�12月�

4月�5月�6月�7月�8月�9月� 1月�2月�3月�10月�11月�12月�

対馬市健康管理センター�

豊玉町保健センター�

峰保健福祉センター�

対馬市総合福祉保健センター�

【乳児健診】�

【1歳6ヶ月児健診】�

※通知は3ヶ月児、初回の乳児健診受診時にのみ送付。あとは、健診時に知らせる。�

【3歳児健診】�

【2歳児歯科健診】�

知�

美津島�知�

厳原東里�

豊玉仁位�

上対馬比田勝�

峰三根�

美津島�知�

厳原東里�

豊玉仁位�

峰三根�

美津島�知�

上県町地域福祉センター� 13：30～13：451 15上県佐須奈�

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

9：30～11：00

受付時間�実施場所�地区�

地区�

地区�

地区�

地区�

5

21

7 2

20

4

20

6 710 5 6 1 10

19 16 18 2124 19 15 24

6

4 6 1 3 5 69 4 5 7 10 5

5 7 2 4 6 75 6 1 6

27

20 26 1918 22 24 2016 25 21 23 26

21 20 2019 16 18 2117 19 15 17 21

12

28

14 9

27

11

27

13 1410 12 13 8 10

26 23 25 2824 26 22 24

13

27

4月�5月�6月�7月�8月�9月� 1月�2月�3月�10月�11月�12月�

対馬市健康管理センター�

豊玉町保健センター�

峰保健福祉センター�

対馬市総合福祉保健センター�

厳原東里�

豊玉仁位�

峰三根�

美津島�知�

北福祉保健センター�上県佐須奈�

上対馬地域福祉センター�上対馬比田勝�

平成23年度　乳幼児健診�

平成23年度　母子手帳交付及び妊婦相談�
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13：45～14：00

13：30～13：45

13：30～14：00

13：15～13：30

13：15～13：30

受付時間�4月�

13

8

8

29

9

25 13 12

13

9

22

25 21 28

126

15

14

16 10 9

対馬市健康管理センター�

豊玉町保健センター�

峰保健福祉センター�

上県町地域福祉センター�

上対馬地域福祉センター�

上対馬病院�

上対馬病院�

上対馬病院�

対馬市総合福祉保健センター�

対馬市健康管理センター�

豊玉診療所�

対馬市総合福祉保健センター�

実施場所� 5月�6月�7月�8月�9月� 1月�2月�3月�10月�11月�12月�

13：45～14：00

13：00～16：00

13：30～14：00

14：15～14：30

受付時間�4月�実施場所�

佐賀診療所�

対馬いづはら病院� 第2・4火曜日�

毎週月～金曜日 ※事前予約必要�

第3金曜日（12月のみ第2金曜）�

第2・4火曜日�

第2・4水曜日 ※事前予約必要�

月曜日～金曜日 ※事前予約必要�

月曜日～金曜日�

第1・3・5火曜日�

豊玉診療所�

畑島医院�

13：30～14：30

13：00～16：00

13：30～14：00

9：30～16：00

8：30～11：00

受付時間�実施場所� 実施日�

5月�6月�7月�8月�9月� 1月�2月�3月�10月�11月�12月�

【ポリオ】�

【BCG】�

上対馬病院�

佐賀診療所�

対馬いづはら病院� 第2・4火曜日�

月曜日～金曜日 ※事前予約必要�

毎週水曜日 ※事前予約必要�

月曜日～金曜日�

第2・4火曜日�

豊玉診療所�

畑島医院�

13：30～14：30

13：00～16：00

13：30～14：00

9：30～16：00

8：30～11：00

受付時間�実施場所� 実施日�

【三種混合】�

【麻疹・風疹】�

問い合わせ� ●福祉保健部 健康保健課　　☎0920（58）1116�
●南福祉保健センター　　 　☎0920（52）4888�
●北福祉保健センター　　 　☎0920（84）2313

地区�

地区�

地区�

地区�

厳原東里�

厳原東里�

厳原東里�

厳原東里�

美津島�

豊玉仁位�

豊玉仁位�

豊玉仁位�

豊玉仁位�

上県佐須奈�

上対馬比田勝�

上対馬比田勝�

上対馬比田勝�

上対馬比田勝�

上対馬比田勝�

峰三根�

峰佐賀�

峰佐賀�

知�

美津島�知�

美津島�知�

美津島�知�

平成23年度　予防接種�



　全国的にも医師不足が深刻な問題となっていますが、対馬市においても医療体制の維持・充実は差し迫
った課題となっています。このような状況の解決策のひとつとして、将来市内医療機関で医師として勤務
を希望される方に対し、医学奨学資金を貸与します。�
　この奨学資金制度の内容は、次のとおりです。�

平成23年度　対馬市医学奨学資金案内�

�

貸 付 対 象 �

�

貸 付 金 額 �

交 付 方 法 �

貸 付 期 間 �

返還の免除�

�

�

返 還 �

�

�

連帯保証人�

�

�

�
応 募 方 法 �

�

�

�

問い合わせ�

①将来、医師として市内の医療機関に勤務を希望する者�

②学校教育法（昭和22年法律第26号）に規程する大学において医学を専攻する者、又は医師�

　法（昭和23年法律第201号）第16条の2に規定する臨床研修を行う者�

1ヶ月　8万円�

交付月は4月、7月、10月、1月の4期に分けて、3ヶ月分を奨学生名義の口座に振り込みます�

貸与の決定を受けた日の属する月から正規の修学期間の終了する日の属する月まで�

貸し付けを受けた期間の2倍に相当する期間、市内医療機関に勤務したとき�

①退学、研修中止したとき�

②大学卒業後、臨床研修終了後、正当な理由がなく1年以内に医師免許を取得しなかったとき�

③大学卒業後、臨床研修終了後、市内医療機関に勤務しなかったとき�

④市内医療機関において、医師の業務に従事した期間が奨学資金の貸与を受けた期間に達しな�

　かったとき�

貸し付けを受けようとする方は保証人を2人を立てなければなりません�

次の書類を郵送または持参してください（様式は市ホームページからダウンロードできます）�

① 医学奨学資金貸与申請書�

② 奨学生推薦書�

③ 健康診断書�

④ 戸籍謄本�

⑤ 連帯保証人となるべき者の保証書�

〒817-1201 長崎県対馬市豊玉町仁位380�

福祉保健部　健康保健課  ☎0920（58）1116　FAX0920-58-2755

福祉保健部健康保健課　☎0920（58）1116

問い合わせ�

コミュニティ助成事業で�
　　　防災活動用資材購入�

コミュニティ助成事業で�
　　　防災活動用資材購入�
コミュニティ助成事業で�
　　　防災活動用資材購入�

　コミュニティ助成事業とは、宝くじの収入

を財源として地域社会の健全な発展と宝くじ

の普及広報を図るために、財団法人自治総合

センターが地域社会活動に助成を行うものです。�

　平成22年度には厳原町豆酘地区の自主防災

組織（豆酘防災会）が、�

この事業を活用し、�

AED・ホース格納箱・�

無線機・消防ホース�

などを購入しました。�

対 象 者�
　○平成23年３月31日までにインフルエ�
　　ンザワクチンの接種を済ませた方�
　○生活保護世帯や市民税非課税世帯の方�
　○上記以外の１歳～12歳以下の児童で２�
　　回目の接種を受ける方�

申込期限�
　平成23年４月28日（木）�

必要書類�
　①接種済証②領収書③生活保護受給証明�
　書又は非課税証明書④印かん⑤振込先の�
　わかるもの（通帳など）�

142011. 3

健康福祉課からのお知らせ�

インフルエンザワクチン接種費用の助成�
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2

市民劇団「漁火」　島風をうけて見事な船出！�
�

1

　2月18～20日、第60回郡市対抗県
下一周駅伝大会が開催されました。
小学生から壮年まで「対馬」の名の
もとに結集した選手たちは離島のハ
ンデをものともせず、一致団結した
“激走”“力走”で対馬旋風を起こ
しました。
　チームを率いた田中光幸監督は、「目
標の3年連続7位が達成でき、選手に
敬意を表したい。今大会は過去最高
の日間4位で初日をスタートできたの
が各選手の粘り強い走りに繋がった
と思う。
　来年は過去最高の6位を目指して頑
張りたい。」と大会を振り返りました。

　2月27日、対馬市民劇団「漁火」の旗揚げ公演が対馬市交流セン
ターで行われました。美津島町尾崎に伝わる蒙古来襲時の言い伝え
をアレンジした公演のタイトルは「島風」。
　蒙古軍から村を救おうと秘策を練った少女「伝」が、凄惨を極め
た敵の仕返しの根源であると責任を負わされ惨殺されるという悲し
い物語に、集まった500人の観衆の眼は舞台に釘づけでした。
　また、クライマックスでは「佐須響心会」が蒙古太鼓の演奏で共
演し、迫力あるシーンを演出してくれました。
　「漁火」の次の公演は、今秋開催される「朝鮮通信使ゆかりのま
ち全国交流会対馬大会」にて、脚本家ジェームス三木さんが手掛け
た作品を上演する予定です。

　　　結集　全員駅伝で目標を達成！�
�

※市民劇団「漁火」では、一緒に作品作りをしてくださる皆さんを募集しています。�
　興味のある方は、厳原地区生涯学習センター（厳原地区公民館）までお問い合わせ下さい。☎0920（52）0363

写真提供：長崎新聞社写真提供：長崎新聞社

大会初日、過去最高の日間4位でゴー�
ルする塩浦孝昌選手（陸自対馬）�

大会2日目、区間3位の力走でチーム�
に貢献した國分恵介選手（國學院大）�



地域マネージャー通信
厳原町�

上山地区編�
地域再生推進本部　協働のまちづくり推進グループ�

定額フリーパスポート本格導入決定!!

1ヶ月 5,000円 対馬交通路線バス、
市営バス、乗合タクシー

お値段 ご利用

　今回の地域マネージャー通信は「厳原町上山地区」を紹介します。上山地区は、
農業集落で近年、農家の高齢化に伴う担い手の減少により耕作放棄地が発生してきており、この耕作
放棄地の発生に歯止めをかけることが地区としての重要課題となっています。　�
　現在行われている取組みを紹介します。�

○耕作放棄地解消事業…国の事業を活用し、長年使われていなかった耕作放棄地（１ha）を野焼き等により
整地を行い、そこへ住民の手で牛舎を建設し、地区において繁殖牛の牧場経営が始まっています。また今
後の計画として、飼料作物や甘藷、野菜作付け、農地の土手へ桜の植樹が計画されています。�

○ＥＭ研修会…市からEMインストラクターを派遣してもらい、ＥＭ発酵液の作り方、ＥＭぼかしの作り方に
関する研修会を上山・日掛両地区合同で開催しました。今後も研修会を予定しており、徐々にですがEMの
活用が始まっています。�

2011. 3 16

　地域マネージャーとは？（地域マネージャーの目的）�
�　地域（行政区）にお住まいの皆さんと地域を担当する市職員が、一緒に汗を流し、生活に身近な課題の解決
や地域の将来について、話し合い、行動する対馬市独自の制度です。�
 　平成20年～平成21年にかけ、市内の全行政区に市職員を配置し、地域主体のまちづくりが始まっています。�

対馬市ホームページで地域マネージャー名簿・活動状況を追加しました。�
�

アドレス　http://www.city.tsushima.nagasaki. jp

野焼き前（枯れ草が生い茂っています）� 野焼きのようす�

現在は、飼料作物用の畑として活用されています�

更新�
しました�

平成22年9月から実証実験を実施しておりました、定額フリーパスポートは、4月以降も
引き続き販売いたします。�



朝鮮通信使コーナー�
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【問い合わせ】 観光物産推進本部　☎0920（53）6111
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家
の
重
臣
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
調
信

継
い
だ
義
成
、
宗
家
の
重
臣
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
調
信

・
智
永
の
子
孫
調
興
で
す
が
、
こ
の
朝
鮮
通
信
使
来
聘
の

・
智
永
の
子
孫
調
興
で
す
が
、
こ
の
朝
鮮
通
信
使
来
聘
の

実
務
処
理
に
大
活
躍
を
す
る
調
興
の
姿
が
見
え
ま
す
。
こ

実
務
処
理
に
大
活
躍
を
す
る
調
興
の
姿
が
見
え
ま
す
。
こ

の
と
き
義
成
も
調
興
も
ま
だ
少
年
。
と
こ
ろ
が

の
と
き
義
成
も
調
興
も
ま
だ
少
年
。
と
こ
ろ
が「
扶
桑
録
」

「
扶
桑
録
」

に
よ
る
と
、

に
よ
る
と
、「（
調
興
は
）
言
葉
と
礼
儀
の
正
し
い
様
子
に

調
興
は
）
言
葉
と
礼
儀
の
正
し
い
様
子
に

恭
し
い
心
構
え
や
、
誠
意
が
こ
の
上
な
か
っ
た
。
…
義
成

恭
し
い
心
構
え
や
、
誠
意
が
こ
の
上
な
か
っ
た
。
…
義
成

は
十
四
歳
、
調
興
は
十
五
歳
で
す
べ
て
口
ば
し
が
黄
色
い

は
十
四
歳
、
調
興
は
十
五
歳
で
す
べ
て
口
ば
し
が
黄
色
い

小
児
だ
っ
た
が
、
調
興
は
言
語
、
動
作
が
す
こ
ぶ
る
賢
く

小
児
だ
っ
た
が
、
調
興
は
言
語
、
動
作
が
す
こ
ぶ
る
賢
く

て
狡
猾
で
敏
捷
、
義
成
は
愚
な
よ
う
で
ま
っ
た
く
ぼ
ん
や

て
狡
猾
で
敏
捷
、
義
成
は
愚
な
よ
う
で
ま
っ
た
く
ぼ
ん
や

り
し
て
い
た
。
島
の
人
た
ち
も
ま
た
、
調
興
を
優
れ
て
い

り
し
て
い
た
。
島
の
人
た
ち
も
ま
た
、
調
興
を
優
れ
て
い

る
よ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、
か
つ
て
江
戸
に
行
っ
て
秀
忠

る
よ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、
か
つ
て
江
戸
に
行
っ
て
秀
忠

の
寵
愛
受
け
て
い
た
」
と
、
述
べ
て
い
ま
す
。
同
じ
「
扶

の
寵
愛
受
け
て
い
た
」
と
、
述
べ
て
い
ま
す
。
同
じ
「
扶

桑
録
」
に
、
「
島
内
の
す
べ
て
の
こ
と
と
、
一
行
を
接
待

桑
録
」
に
、
「
島
内
の
す
べ
て
の
こ
と
と
、
一
行
を
接
待

す
る
こ
と
を
調
興
が
主
管
し
て
い
る
」
と
も
述
べ
、
通
信

す
る
こ
と
を
調
興
が
主
管
し
て
い
る
」
と
も
述
べ
、
通
信

使
に
随
行
し
て
抜
か
り
な
く
振
舞
う
調
興
の
様
子
が
伺
え

使
に
随
行
し
て
抜
か
り
な
く
振
舞
う
調
興
の
様
子
が
伺
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
調
興
の
心
の
中
に
、
義
成
に
対
す
る

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
調
興
の
心
の
中
に
、
義
成
に
対
す
る

優
越
感
と
野
望
が
芽
生
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
伏
見

優
越
感
と
野
望
が
芽
生
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
伏
見

城
で
の
国
書
偽
造
の
こ
と
も
知
っ
て
い
た
は
ず
で
す

城
で
の
国
書
偽
造
の
こ
と
も
知
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
使
命

　
も
う
一
つ
の
使
命

　
第
二
回
目
の
通
信
使
の
目
的
は
、
一
般
的
に
「
回
答
兼

　
第
二
回
目
の
通
信
使
の
目
的
は
、
一
般
的
に
「
回
答
兼

刷
還
」
と
「
大
坂
平
定
祝
賀
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が

刷
還
」
と
「
大
坂
平
定
祝
賀
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
も
増
し
て
最
重
要
の
使
命
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

そ
れ
に
も
増
し
て
最
重
要
の
使
命
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
「
日
本
国
情
の
探
索
」
で
し
た
。
豊
臣
氏
が
討
伐
さ
れ

は
「
日
本
国
情
の
探
索
」
で
し
た
。
豊
臣
氏
が
討
伐
さ
れ

再
び
半
島
侵
略
の
不
安
は
無
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
家
康

再
び
半
島
侵
略
の
不
安
は
無
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
家
康

亡
き
後
の
国
内
安
定
の
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た

亡
き
後
の
国
内
安
定
の
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
彼
等
使
臣
の
日
本
に
関
す
る
情
報

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
彼
等
使
臣
の
日
本
に
関
す
る
情
報

の
収
集
は
、
広
範
か
つ
精
細
で
し
た
。
使
行
録
に
そ
れ
が

の
収
集
は
、
広
範
か
つ
精
細
で
し
た
。
使
行
録
に
そ
れ
が

伺
え
ま
す

伺
え
ま
す
。

　
伏
見
城
で
国
書
を
交
換
し
、
被
虜
人
を
刷
還
す
る
通
信

　
伏
見
城
で
国
書
を
交
換
し
、
被
虜
人
を
刷
還
す
る
通
信

使
一
行
は
、
十
月
十
三
日
い
よ
い
よ
府
中
を
発
ち
、
途
中

使
一
行
は
、
十
月
十
三
日
い
よ
い
よ
府
中
を
発
ち
、
途
中

小
船
越
の
梅
林
寺
、
佐
賀
の
円
通
寺
に
泊
ま
り
、
鰐
浦
に

小
船
越
の
梅
林
寺
、
佐
賀
の
円
通
寺
に
泊
ま
り
、
鰐
浦
に

十
六
日
に
到
着
し
宝
蔵
寺
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
豊
崎
か
ら

十
六
日
に
到
着
し
宝
蔵
寺
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
豊
崎
か
ら

鰐
浦
に
向
か
う
途
中
、
船
の
上
か
ら
、
「
西
方
に
わ
が
国

鰐
浦
に
向
か
う
途
中
、
船
の
上
か
ら
、
「
西
方
に
わ
が
国

の
山
容
を
望
見
し
て
、
一
行
の
上
下
が
皆
心
を
は
ず
ま
し

の
山
容
を
望
見
し
て
、
一
行
の
上
下
が
皆
心
を
は
ず
ま
し

て
喜
び
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
捕
虜
に
な
っ

て
喜
び
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
捕
虜
に
な
っ

た
人
た
ち
も
皆
望
見
し
て
涙
を
流
し
た
」
と
、
記
録
「
東

た
人
た
ち
も
皆
望
見
し
て
涙
を
流
し
た
」
と
、
記
録
「
東

槎
上
日
録
」
は
述
べ
て
い
ま
す
。
抑
え
て
い
た
望
郷
の
念

槎
上
日
録
」
は
述
べ
て
い
ま
す
。
抑
え
て
い
た
望
郷
の
念

が
、
一
気
に
弾
け
た
の
で
し
ょ
う
か

が
、
一
気
に
弾
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

　
　
　
　
　
　
　
（
対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

　　
止
ま
ら
な
い
対
馬
藩
の
国
書
偽
造�

　
対
馬
藩
悲
願
の
第
一
回
朝
鮮
通
信
使
が
来
日
し
て
か
ら

十
年
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
再
び
朝
鮮
通
信
使
が

来
日
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
実
現
の
裏
に
は
、

実
は
対
馬
藩
の
様
々
に
理
由
を
こ
じ
つ
け
た
数
回
に
及
ぶ

執
拗
な
要
求
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
派
遣
を
了
承
し
た
朝
鮮
国
に
、
正
式
の
通
信

使
派
遣
を
要
請
す
る
幕
府
の
書
契
が
、
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

差
出
人
は
、
「
日
本
国
王
源
秀
忠
奉
書
」
と
、
朝
鮮
側
が

要
求
す
る
通
り
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
し
て
も
対
馬
藩
の

偽
造
に
な
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　
元
和
三
年
七
月
五
日
、
鰐
浦
に
到
着
し
た
通
信
使
一
行

は
、
八
月
二
十
六
日
伏
見
城
で
将
軍
秀
忠
と
の
聘
礼
を
行

い
ま
す
。
使
行
録
「
扶
桑
録
」
に
は
、
秀
忠
の
丁
重
な
振

る
舞
い
が
記
さ
れ
、
初
期
徳
川
幕
府
の
朝
鮮
通
信
使
に
か

け
る
期
待
が
、
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
九
月
五
日
に
な
っ
て
将
軍
返
書
が
朝
鮮
側
に
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
差
出
人
が
「
日
本
国
源
秀
忠
」
と
な
っ
て
い
た

り
、
他
に
も
非
礼
な
文
字
や
表
現
が
あ
り
、
と
て
も
通
信

使
が
受
け
取
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

ま
ま
持
ち
帰
れ
ば
、
朝
廷
か
ら
前
回
の
使
臣
た
ち
同
様
の

処
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
朝
鮮
側
は
当
然
受
け

取
り
を
拒
否
し
た
の
で
す
。
解
決
は
無
理
難
題
と
思
わ
れ

た
こ
の
事
態
。
と
こ
ろ
が
、
九
日
に
な
っ
て
朝
鮮
側
の
要

求
通
り
に
書
き
改
め
ら
れ
た
返
書
が
届
い
た
の
で
す
。
果

た
せ
る
か
な
、
ま
た
し
て
も
対
馬
藩
に
よ
る
偽
造
国
書
だ

っ
た
の
で
す
。

　
再
び
の
刷
還
（
連
れ
帰
り
）�

　
今
回
の
使
命
は
前
回
に
続
き
、
文
禄
・
慶
長
の
朝
鮮
出

兵
の
折
、
捕
虜
と
な
っ
た
人
た
ち
の
刷
還
で
し
た
。
し
か

し
こ
の
こ
と
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
使
臣
は
対

馬
到
着
早
々
、
「
一
人
の
脱
落
者
も
な
い
よ
う
に
」
と
、

被
虜
人
の
刷
還
を
要
求
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
対
馬

藩
は
、
「
以
前
と
状
況
は
異
な
り
、
少
年
も
成
人
と
な
り
、

結
婚
し
孫
を
持
つ
者
も
多
く
、
帰
国
の
意
思
も
持
た
な
い

者
も
あ
る
」
と
、
説
明
し
て
い
ま
す
。
事
実
、
各
地
で
、

帰
国
資
金
を
与
え
た
の
に
乗
船
し
な
か
っ
た
り
、
少
年
の

時
捕
ら
え
ら
れ
て
既
に
母
国
語
も
忘
れ
て
い
た
り
、
日
本

の
父
母
に
恩
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
し
た
り
、
一

人
の
脱
落
者
も
な
い
よ
う
に
連
れ
帰
る
こ
と
は
不
可
能
で

し
た
。
連
れ
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
三
百
二
十
一
名
で
、

対
馬
藩
の
三
隻
の
船
に
乗
せ
て
帰
国
し
ま
し
た
。

　
義
成
と
調
興
柳
川
事
件
の
予
兆

　
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
対
馬
藩
を
揺
る
が
す
大
事

件
「
柳
川
事
件
」
が
起
き
ま
す
。
あ
わ
や
対
馬
藩
お
取
り

潰
し
か
と
思
わ
れ
る
瀬
戸
際
に
立
た
さ
れ
た
こ
の
事
件
は
、

こ
の
頃
既
に
予
兆
が
見
え
始
め
て
い
ま
し
た
。

　
元
和
元
年
（
一
六
○
五
）
逝
去
し
た
初
代
藩
主
義
智
を

継
い
だ
義
成
、
宗
家
の
重
臣
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
調
信

・
智
永
の
子
孫
調
興
で
す
が
、
こ
の
朝
鮮
通
信
使
来
聘
の

実
務
処
理
に
大
活
躍
を
す
る
調
興
の
姿
が
見
え
ま
す
。
こ

の
と
き
義
成
も
調
興
も
ま
だ
少
年
。
と
こ
ろ
が「
扶
桑
録
」

に
よ
る
と
、「（
調
興
は
）
言
葉
と
礼
儀
の
正
し
い
様
子
に

恭
し
い
心
構
え
や
、
誠
意
が
こ
の
上
な
か
っ
た
。
…
義
成

は
十
四
歳
、
調
興
は
十
五
歳
で
す
べ
て
口
ば
し
が
黄
色
い

小
児
だ
っ
た
が
、
調
興
は
言
語
、
動
作
が
す
こ
ぶ
る
賢
く

て
狡
猾
で
敏
捷
、
義
成
は
愚
な
よ
う
で
ま
っ
た
く
ぼ
ん
や

り
し
て
い
た
。
島
の
人
た
ち
も
ま
た
、
調
興
を
優
れ
て
い

る
よ
う
に
思
っ
て
い
た
が
、
か
つ
て
江
戸
に
行
っ
て
秀
忠

の
寵
愛
受
け
て
い
た
」
と
、
述
べ
て
い
ま
す
。
同
じ
「
扶

桑
録
」
に
、
「
島
内
の
す
べ
て
の
こ
と
と
、
一
行
を
接
待

す
る
こ
と
を
調
興
が
主
管
し
て
い
る
」
と
も
述
べ
、
通
信

使
に
随
行
し
て
抜
か
り
な
く
振
舞
う
調
興
の
様
子
が
伺
え

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
調
興
の
心
の
中
に
、
義
成
に
対
す
る

優
越
感
と
野
望
が
芽
生
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
伏
見

城
で
の
国
書
偽
造
の
こ
と
も
知
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。

　
も
う
一
つ
の
使
命

　
第
二
回
目
の
通
信
使
の
目
的
は
、
一
般
的
に
「
回
答
兼

刷
還
」
と
「
大
坂
平
定
祝
賀
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
も
増
し
て
最
重
要
の
使
命
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
「
日
本
国
情
の
探
索
」
で
し
た
。
豊
臣
氏
が
討
伐
さ
れ

再
び
半
島
侵
略
の
不
安
は
無
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
家
康

亡
き
後
の
国
内
安
定
の
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
彼
等
使
臣
の
日
本
に
関
す
る
情
報

の
収
集
は
、
広
範
か
つ
精
細
で
し
た
。
使
行
録
に
そ
れ
が

伺
え
ま
す
。

　
伏
見
城
で
国
書
を
交
換
し
、
被
虜
人
を
刷
還
す
る
通
信

使
一
行
は
、
十
月
十
三
日
い
よ
い
よ
府
中
を
発
ち
、
途
中

小
船
越
の
梅
林
寺
、
佐
賀
の
円
通
寺
に
泊
ま
り
、
鰐
浦
に

十
六
日
に
到
着
し
宝
蔵
寺
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
豊
崎
か
ら

鰐
浦
に
向
か
う
途
中
、
船
の
上
か
ら
、
「
西
方
に
わ
が
国

の
山
容
を
望
見
し
て
、
一
行
の
上
下
が
皆
心
を
は
ず
ま
し

て
喜
び
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
捕
虜
に
な
っ

た
人
た
ち
も
皆
望
見
し
て
涙
を
流
し
た
」
と
、
記
録
「
東

槎
上
日
録
」
は
述
べ
て
い
ま
す
。
抑
え
て
い
た
望
郷
の
念

が
、
一
気
に
弾
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

げ
ん
　
な

『
第
二
回
・
元
和
通
信
使
』�

斎
藤
弘
征�

朝
鮮
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ぼ
く
は
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち

に
支
え
ら
れ
こ
こ
ま
で
生
き
て
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
祖
父
に
は
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
、
た
く
さ

ん
の
迷
惑
を
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
小
学
校
三
年
生
の
夏
、
家
の
事
情
で

ぼ
く
と
姉
は
祖
父
の
家
で
暮
ら
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
も
、
父
と
母

に
会
え
な
く
な
っ
た
悲
し
さ
を
、
祖
父

は
優
し
く
受
け
止
め
て
く
れ
ま
し
た
。

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
。
大
き
く
な
っ
た

ら
、
ま
た
絶
対
に
会
え
る
か
ら
、
心
配

し
な
く
て
い
い
よ
。
」
や
わ
ら
か
い
口

調
で
、
い
つ
も
ぼ
く
の
頭
を
な
で
な
が

ら
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
び
し

い
気
持
ち
は
消
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

祖
父
の
言
葉
を
聞
く
と
、
自
然
と
心
が

落
ち
着
き
ま
し
た
。

　
祖
父
の
家
に
暮
ら
し
は
じ
め
て
、
一

年
が
過
ぎ
た
四
年
生
の
秋
、
そ
の
日
は

小
学
校
の
運
動
会
で
し
た
。
帰
宅
す
る

と
、
姉
が
だ
れ
か
と
電
話
で
話
し
て
い

ま
す
。
姉
の
表
情
が
い
つ
も
と
違
っ
て

い
た
の
で
「
だ
れ
？
」
と
祖
父
に
尋
ね

る
と
、
「
お
母
さ
ん
だ
よ
。
」
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
母
と
は
幼
い
と
き
に

別
れ
た
き
り
で
、
連
絡
も
、
ど
こ
に
住

ん
で
い
る
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
だ
っ

た
の
で
す
。
母
と
電
話
で
話
す
と
、
何

年
ぶ
り
か
に
聞
く
母
の
声
に
、
ぼ
く
は

言
葉
が
見
つ
か
ら
ず
、
涙
が
あ
ふ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
祖
父
が
「
今
ま

で
よ
く
が
ま
ん
し
て
き
た
な
。
父
ち
ゃ

ん
、
母
ち
ゃ
ん
が
お
ら
ん
中
で
、
お
前

た
ち
が
よ
う
が
ん
ば
っ
て
き
た
か
ら
神

様
が
会
わ
せ
て
く
れ
た
ん
だ
よ
。
」
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ぼ
く
は

そ
の
時
初
め
て
祖
父
が
泣
く
と
こ
ろ
を

見
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も
、
今
ま
で
涙

ひ
と
つ
見
せ
な
か
っ
た
祖
父
が
、
ぼ
く

た
ち
の
前
で
泣
い
た
の
で
す
。
そ
ん
な

祖
父
の
涙
に
、
今
ま
で
ぼ
く
た
ち
の
こ

と
を
ど
ん
な
思
い
で
育
て
て
き
て
く
れ

た
の
か
を
知
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
二
年
が
過
ぎ
、
小
学
校
卒

業
を
間
近
に
し
て
い
た
頃
、
祖
父
と
一

緒
に
近
所
ま
で
散
歩
に
行
き
ま
し
た
。

祖
父
は
目
が
見
え
ず
、
足
も
不
自
由
な

身
体
障
害
者
で
す
。
だ
か
ら
誰
か
が
い

な
い
と
、
そ
う
遠
く
へ
は
行
け
な
い
の

で
す
。
少
し
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て

い
る
と
、
「
中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
た

く
さ
ん
の
友
だ
ち
を
つ
く
っ
て
、
仲
よ

く
過
ご
せ
よ
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
祖

父
は
決
し
て
多
く
は
語
り
ま
せ
ん
が
、

い
つ
も
僕
の
心
を
温
か
い
気
持
ち
に
し

て
く
れ
ま
す
。

　
祖
父
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

五
年
、
ぼ
く
た
ち
は
今
も
三
人
で
過
ご

し
て
い
ま
す
。
今
思
え
ば
、
両
親
が
そ

ば
に
お
ら
ず
、
目
の
見
え
な
い
祖
父
と

暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
ぼ
く
た
ち
の
心

細
さ
よ
り
、
身
体
の
不
自
由
を
抱
え
、

一
人
で
生
活
し
て
い
た
祖
父
が
、
二
人

の
幼
い
孫
を
引
き
取
る
不
安
は
ど
れ
ほ

ど
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
も
、

き
っ
と
た
く
さ
ん
の
心
配
を
か
け
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
祖
父
は
、

い
つ
も
ぼ
く
た
ち
の
こ
と
を
、
大
き
な

心
の
目
で
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
気
が

し
ま
す
。
祖
父
は
何
で
も
一
人
で
で
き

ま
す
が
、
ぼ
く
と
姉
は
自
然
と
家
の
仕

事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
祖

父
が
少
し
で
も
き
つ
く
な
い
よ
う
に
、

少
し
で
も
喜
ん
で
く
れ
る
な
ら
と
、
考

え
て
動
く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
祖
父
に
し
か
ら
れ
た
り
、
ほ
め

ら
れ
た
り
し
な
が
ら
三
人
四
脚
で
元
気

に
歩
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
人
は
皆
、
誰
か
に
支
え
ら
れ
て
、

支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
。
」
祖
父
の

周
り
の
人
々
の
、
大
き
な
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
の
ぼ
く
で
す
。
ぼ
く
を
見
守
っ

て
く
れ
る
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
自
分

を
大
切
に
し
、
周
り
の
人
の
気
持
ち
が

わ
か
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
大
き
な
心
で
見
つ
め
て
く
れ
る
祖

父
の
よ
う
に
。
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『
元
寇
（
蒙
古
襲
来
）
』�

　
去
る
２
月
27
日
に
対
馬
市
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、対
馬
市
民
劇
団「
漁

火
」
の
初
公
演
「
元
寇
余
話
・
島

風
」
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

月
は
こ
の
元
寇
（
蒙
古
襲
来
）
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
　

　
文
永
十
一
年
（
1
2
7
4
）
夏

五
月
、
馬
山
湾
の
合
浦
に
集
結
し

た
の
は
元
軍
二
万
人
、
高
麗
軍
一

万
数
千
人
、
九
百
余
隻
の
軍
船
に

分
乗
し
て
秋
七
月
に
出
撃
の
予
定

で
し
た
が
、
高
麗
王
の
死
去
に
よ

り
延
期
さ
れ
、
十
月
三
日
に
合
浦

を
出
ま
し
た
。
巨
済
島
を
通
過
し

て
晩
秋
の
海
峡
を
渡
り
、
五
日
の

夕
刻
、
対
馬
下
郡
の
西
海
岸
佐
須

浦
沖
に
現
れ
ま
し
た
。
国
府
で
警

報
に
接
し
た
守
護
代
宗
資
国
は
、

急
使
を
大
宰
府
に
送
り
、
夜
行
軍

で
佐
須
坂
を
越
え
、
未
明
に
佐
須

浦
に
到
着
。
従
軍
し
た
八
十
余
騎

を
率
い
て
布
陣
し
ま
し
た
。

　
夜
明
け
を
待
っ
て
使
者
を
遣
わ

し
、
来
航
の
理
由
を
尋
ね
さ
せ
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
い
き
な
り
船

上
か
ら
矢
を
射
か
け
ら
れ
、
数
隻

の
軍
船
か
ら
千
人
ほ
ど
の
兵
が
上

陸
し
て
、
た
ち
ま
ち
合
戦
の
幕
が

切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
元
軍
襲
来
の
情
報
を
伝
え

た
史
料
と
し
て
、
「
日
蓮
聖
人
註

画
讃
」
巻
五「
蒙
古
来
第
二
十
八
」

に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
り
ま

す
。

　
十
月
五
日
 
申
の
刻
 
対
馬
の

佐
寸
浦
に
、
異
国
の
兵
船
四
百
五

十
艘
、
三
万
余
人
を
乗
せ
て
寄
せ

来
る
。
六
日
朝
よ
り
き
び
し
い
合

戦
と
な
り
、
守
護
代
資
国
等
、
蒙

古
を
伐
取
る
と
い
え
ど
も
、
資
国

の
子
息
ら
こ
と
ご
と
く
伐
死
。
十

四
日
、
壱
岐
島
に
押
し
寄
せ
、
守

護
代
平
景
隆
等
、
城
郭
を
構
え
て

防
ぎ
戦
え
ど
も
、
蒙
古
乱
入
の
間

に
景
隆
自
殺
。
二
島
の
百
姓
等
、

男
は
あ
る
い
は
殺
さ
れ
、
あ
る
い

は
擒
え
ら
れ
、
女
は
一
所
に
集
め

て
手
を
結
び
、
あ
る
い
は
徹
し
て

舷
に
付
け
、
虜
者
は
一
人
と
し
て

害
さ
れ
ざ
る
も
の
無
し
。

　
元
軍
の
九
百
隻
の
軍
船
が
、
佐

須
浦
だ
け
に
来
た
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
お
そ
ら
く
全
島
が
侵
略
さ
れ

た
は
ず
で
す
。
各
地
に「
蒙
古
塚
」

と
い
う
塚
が
あ
る
の
も
、
悲
し
い

惨
劇
を
想
像
さ
せ
ま
す
。
各
地
の

蒙
古
塚
を
調
査
し
た
限
り
で
は
、

元
寇
と
は
関
係
の
な
い
遺
跡
で
あ

っ
た
例
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ

で
も
蒙
古
塚
と
伝
え
た
の
は
、
そ

の
名
称
が
最
も
人
々
に
訴
え
る
迫

力
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

（
厳
原
町
誌
よ
り
抜
粋
）
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◆第144回芥川賞、直木賞受賞作品を展示しています。�
　芥川賞「きことわ」 朝吹真理子/著、「苦役列車」 西村賢太/著、�
　直木賞「漂砂のうたう」 木内昇/著、「月と蟹」 通尾秀介/著�
◆4月のおはなし会は16日（土）午後2時から開催いたします。�
    どなたでも参加できます。みなさんのお越しをお待ちしています。�

�

「大きい小さい」「やさしい難しい」「明るい暗い」
「良い悪い」など、いろいろな形容詞を楽しむ絵
本。反対の意味の形容詞を通して言葉の面白さ
を伝えます。見開きで大きくページを開くしか
け付き。

低学年から楽しめるよう作られていますが、
高学年の国語の教科書で狂言がとりあげら
れていることもあり、低学年から高学年まで、
幅広い年齢の子どもたちが楽しめる内容。

ジョンは、強くてかっこいいおおかみにあこ
がれているたれ耳犬。森に住むおおかみたち
の仲間に入りたくて、家から飛び出しちゃっ
た！ジョンの大ぼうけんのはじまりだ！

手を創造的に使うことによって脳の働きを
高められると説いた著者が、手の基本構造、
感覚の処理、器用さ、利き手の謎などを、脳と
のつながりから探究する。脳科学の最新知見
を加えた増補新装版。

『ゆかいにひろがる』�
五味　太郎／著�

『狂言えほん シリーズ』全5巻�
内田　麟太郎／著� きむら　ゆういち／著�

『たれ耳おおかみのジョン』�

学生のための企業情報を６０００社掲載。採
用数や新卒定着率などの重要データランキン
グベスト１００社や、地域別の採用データ４
９５１社、会社研究１１７５社、海外勤務情
報など、中立・客観的就活データが満載。

『就職四季報 2012』�
面倒くさい、時間がない、メニューが思い浮
かばない。そんな時でもごはん作りをラクに
乗り切る４９の技を伝授。サンヨー食品ホー
ムページ掲載の『上大岡トメの前向きごはん』
に加筆し書籍化。

『トメさんちの前向きごはん』�
上大岡　トメ／著� 久保田　競／著�

『手と脳』�
一
般
書�

今月のおすすめ新着本�

児
童
書�

広報つしま19

日　月　火　水　木　金　土�
　　    　 1　2�
3　4   5　 6   7    8   9
10   11  12  13   14  15  16�
17  18  19   20  21  22  23�
24  25　26　27　28  29  30

4月の休館日�

討死した宗資国等を祭る小茂田浜神社大祭�

�

ま
さ
ん

が
っ
ぽそ

う
す
け
く
に

と
ら

ふ
な
べ
り

り
ょ
し
ゃ
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Koho shocking

○
捕
る
仕
事
か
ら
加
工
す
る
仕
事
へ

移
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？
�

　
定
置
網
の
船
に
乗
っ
て
い
る
時
、

小
さ
い
魚
な
ど
は
養
殖
魚
の
餌
に
し

た
り
捨
て
て
し
ま
う
の
を
見
て
い
て
、

『
も
っ
た
い
な
い
な
ぁ
』と
い
う
気
が

し
て
。
そ
う
い
っ
た
魚
の
加
工
を
し

て
ど
う
に
か
で
き
な
い
か
と
い
う
思

い
も
あ
っ
て
５
年
前
に
起
業
し
ま
し

た
。�

　
お
や
じ
は
長
年
ス
ル
メ
を
作
る
会

社
で
工
場
長
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

お
や
じ
に
習
い
な
が
ら
、で
も
自
分
な

り
に
ア
レ
ン
ジ
も
し
な
が
ら
こ
の
仕

事
を
始
め
ま
し
た
。
今
も
手
早
さ
が

要
求
さ
れ
る
作
業
に
は
お
や
じ
の
手

を
借
り
て
い
ま
す
。
時
に
は
商
品
に

つ
い
て
相
談
も
し
た
り
。
良
い
距
離

感
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

○
こ
の
た
び
ブ
ラ
ン
ド
名
を
取
得
さ

れ
て
商
品
を
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。�

　
対
馬
峰
町
で
作
っ
た
、
鮮
度
の
良

い
イ
カ
で
作
っ
た
一
夜
干
し
、
と
い

う
の
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
く
て「
対
峰
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
を
商
標
登
録
し

て
去
年
の
８
月
か
ら
発
売
し
ま
し
た
。

　
以
前
か
ら
商
品
の
良
さ
は
評
価
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
大
手
に
出

荷
す
る
際
に
は
や
は
り
ノ
ー
ブ
ラ
ン

ド
で
は
売
り
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
差
別
化
を
図
る
た
め
に
名
前

を
つ
け
ま
し
た
。
�

　
先
日
、
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
で
行

わ
れ
た
催
事
で
こ
の
一
夜
干
し
を
一

般
の
お
客
さ
ん
に
紹
介
し
て
き
ま
し

た
。足
は
天
ぷ
ら
に
、身
は
ホ
ッ
ト
プ

レ
ー
ト
で
焼
い
て
試
食
し
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、『
美
味
し
い
』と
好
評
で
、

調
理
方
法
を
か
な
り
質
問
さ
れ
ま
し

た
。�

　
料
理
バ
サ
ミ
で
足
も
耳
も
チ
ョ
キ

チ
ョ
キ
切
っ
て
天
ぷ
ら
粉
で
揚
げ
る

だ
け
。
イ
カ
の
天
ぷ
ら
は
今
ま
で
難

し
い
と
思
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
の

で
す
が
、
『
一
夜
干
し
で
良
い
具
合

に
水
分
が
切
れ
て
い
る
の
で
油
跳
ね

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
』
と
ご
紹

介
し
ま
し
た
ら
多
く
の
方
が
購
入
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
身
が
少
し
薄

く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
柔
ら
か
さ
が

残
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
焼
い
た
り
し

た
ら
ふ
ん
わ
り
元
の
厚
さ
に
近
い
く

ら
い
膨
ら
み
ま
す
。
食
べ
て
も
ら
え

れ
ば
美
味
し
さ
が
分
か
っ
て
い
た
だ

け
る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
商

品
の
紹
介
と
共
に
食
べ
方
の
提
案
を

も
っ
と
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
�

○
ス
ル
メ
も
作
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
一
番
の
う
り
は
？
�

　
イ
カ
の
白
さ
、
ス
タ
イ
ル
の
良
さ

で
す
ね
。
仕
上
が
っ
た
も
の
の
中
か

ら
傷
も
な
く
、
真
っ
白
に
仕
上
が
っ

て
い
る
１
級
品
を
選
り
す
ぐ
っ
て
出

荷
し
ま
す
。
実
は
島
外
の
人
は
、
イ

カ
は
ス
ッ
と
し
た
三
角
形
で
真
っ
白

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
自
分
た

ち
が
美
味
し
い
と
思
っ
て
作
っ
て
も
、

な
か
な
か
評
価
し
て
く
れ
な
い
時
が

あ
る
ん
で
す
。
島
外
の
人
が
好
む
色
、

形
に
仕
上
が
る
よ
う
に
、
商
品
の
勉

強
を
し
て
き
て
作
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
業
者
さ
ん
や
真
空

包
装
す
る
包
材
な
ど
を
扱
う
業
者
さ

ん
か
ら
他
社
さ
ん
の
情
報
を
い
た
だ

い
た
り
、
商
品
の
流
通
ル
ー
ト
な
ど

を
調
べ
た
り
し
て
、
う
ち
の
商
品
も

提
案
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
お
話
し

し
ま
す
。
�

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？
�

　
今
ま
で
も
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
良
い
も
の
を
作
っ
て
お
客
さ
ん
に

安
心
し
て
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す

か
ね
。
「
対
峰
」
の
名
と
共
に
『
対

馬
の
イ
カ
は
美
味
し
い
』
と
、
も
っ

と
も
っ
と
広
が
っ
て
い
く
と
良
い
で

す
ね
。　
ま
た
販
路
が
あ
れ
ば
、
磯
焼

け
の
原
因
の
一
つ
と
も
言
わ
れ
る
魚

も
逃
が
さ
ず
に
加
工
で
き
な
い
か
な

、
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
販
路

を
広
げ
る
と
い
う
点
で
は
、
同
業
者

が
そ
れ
ぞ
れ
に
得
意
と
す
る
商
品
を

持
ち
寄
っ
て
集
ま
る
と
、
種
類
が
豊

富
で
良
い
商
品
が
提
供
で
き
、
通
信

販
売
な
ど
で
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と

思
い
ま
す
ね
。
�

毎
回
、
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た�

方
に
次
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
く�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
豊
玉
町
仁
位
に�

お
住
ま
い
の
島
居
孝
廣
さ
ん
で
す
。�

お
楽
し
み
に
！�

●プロフィール�
49歳。峰町佐賀出身、在住。25年間島外でサラリーマン生活をした後、故郷へ。帰郷後約３年間、定置網
船での仕事を経験し、5年前に鮮魚加工会社「佐賀栄水産加工」を立ち上げる。休日は防波堤や自身の船で
魚釣りを楽しむ。現在奥様と2人暮らし。�

あ び る　 て つ や
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あ び る　 て つ や
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福岡近郊で見つけた “対馬”

年
金
コ
ー
ナ
ー�

スタッ
フおす

すめ!

国
民
年
金
保
険
料
月
額
と�

有
利
な
前
納
割
引
制
度�

23
年
度
の
保
険
料
は
、�

　
　
月
額
１
万
５
０
２
０
円�

　
国
民
年
金
か
ら
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
ほ
か
に
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

納
め
た
保
険
料
は
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎

年
度
改
定
さ
れ
ま
す
が
、
平

成
23
年
度
は
前
年
度
よ
り
８

０
円
引
き
下
げ
ら
れ
た
月
額

１
万
５
０
２
０
円
と
な
り
ま

す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
毎
年
四
月

の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
一

年
分
の
「
納
付
書
」
に
よ
っ

て
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め

ま
す
。
な
お
、
保
険
料
は
二

年
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
納
付
の
窓
口
は
、
金
融
機

関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）

ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機

関
で
口
座
振
替
も
で
き
ま
す

（
年
金
事
務
所
で
も
口
座
振

替
の
お
申
込
み（
郵
送
も
可
）

が
で
き
ま
す
）
。

有
利
な
前
納
割
引
制
度

　
保
険
料
は
、
一
年
ま
た
は

六
カ
月
な
ど
、
定
め
ら
れ
た

月
数
分
に
つ
い
て
前
納
す
る

と
割
引
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
平
成
23
年
度
の
一
年
分

の
保
険
料
は
総
額
18
万
0
２

４
０
円
で
す
が
、
一
年
分
を

現
金
で
前
納
す
る
と
17
万
７

0
４
０
円
で
年
間
３
２
０
０

円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
６
カ
月
を
現
金
で

前
納
す
る
と
８
万
９
３
９
０

円
で
７
３
０
円
の
割
引
に
な

り
ま
す
。
（
口
座
振
替
に
よ

っ
て
前
納
す
る
と
さ
ら
に
有

利
な
割
引
に
な
り
ま
す
）

　
な
お
、
一
部
納
付
に
つ
い

て
も
前
納
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

口
座
振
替
を�

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
保
険
料
の
納
付
は
便
利
で

安
全
で
確
実
な
納
付
方
法
と

し
て
「
口
座
振
替
」
を
お
勧

め
し
ま
す
。

○
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す

　
毎
月
、
金
融
機
関
等
の
窓

　
口
に
納
め
に
行
く
手
間
が

　
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配

　
が
あ
り
ま
せ
ん
。

○
申
し
込
み
は
簡
単

　
希
望
す
る
金
融
機
関
で
簡

　
単
に
手
続
き
が
で
き
、
手

　
数
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ

　
ん
。

※
月
々
の
保
険
料
を
口
座
振

　
替
の
早
割(

当
月
保
険
料

　
の
当
月
末
引
き
落
と
し)

　
で
納
付
す
る
と
月
額
50
円

　
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

日
本
年
金
機
構

　
　
　
長
崎
北
年
金
事
務
所

☎
０
９
５
（
８
６
１
）

　
　
　
　
　
　
　
１
５
８
２

▼
長
崎
北
年
金
事
務
所�

　
　
　
　
　
出
張
年
金
相
談

年
金
相
談
は
、
５
月
か
ら
開

催
し
ま
す
。
４
月
の
開
催
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　福岡で展開中の対馬の「焼きさば寿司」
を紹介します。焼いたサバの香ばしさが
寿司飯にマッチしたこの「焼きさば寿司」
はマリノアシティ福岡にある「九州のム
ラ市場」前の屋台で販売されています（土
日祝日）。他にも対馬の「いかめし」も販
売中。九州のムラ市場には九州各地の特
産品が集まっており対馬の商品もありま
す。週末はマリノアにお出かけになって
みてはいかがでしょうか？　�

福岡事務所のスタッフが、福岡近郊で触�
れた対馬をご紹介するコーナーです。�
�

広報つしま21

たべ     ま     じょ�

　ホテル日航福岡で開催されるホワイトデー限定の対馬素材を
使ったフレンチディナーの試食会に、福岡でご活躍中の３人の
女性に参加いただき、ご意見を伺いました。フードアナリスト、
写真家、ヴァイオリン講師など多彩な顔を持つ３人は、お料理
や食に関する情報をブログで発信。選りすぐりのお店だけを紹
介する「ニフティ厳選レストラン」に記事を書かれている方も
いて、各方面に影響力のある方ばかり。対馬について「いい物
がたくさんあるのに活かせていない」と消費者の視点から厳し
いご意見もいただきました。なにやら新展開の予感です！�

左から原田陽子氏、武田優子氏、山本美千子氏。�
多くのヒントをいただきました。� 福岡空港にもお目見えする予定です。�

焼きさば寿司�



������������

　
朝
鮮
通
信
使
国
際
文
化
交
流
事
業
の
10
周

年
を
向
か
え
、
５
月
５
日（
木
）か
ら
４
日
間
、

２
０
１
１
朝
鮮
通
信
使
祝
祭
を
釜
山
広
域
市

の
龍
頭
山
公
園
、
広
復
路
、
東
区
永
嘉
臺
一

円
で
行
い
ま
す
。
釜
山
広
域
市
と
交
流
し
て

い
る
日
本
各
地
の
８
芸
能
団
体
２
５
０
名
あ

ま
り
が
参
加
す
る
大
規
模
の
パ
レ
ー
ド
や
、

韓
日
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
韓

日
Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
多
様
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
い
ま
す
。�

激
安
！�

『
釜
山
２
泊
３
日
で
１
５
、０
０
０
円
』�

　
　
　
　
５
月
の
釜
山
祭
り
参
加
者
募
集�

　
右
記
パ
レ
ー
ド
に
「
対
馬
藩
武
士
団
」
と�

し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

■
日
程�

　
６
日（
金
）対
馬
〜
釜
山
　
　
　
　
釜
山
泊�

　
７
日（
土
）午
後
パ
レ
ー
ド
参
加
　
釜
山
泊�

　
８
日（
日
）釜
山
〜
対
馬�

■
募
集
人
数�

　
男
性
15
名
程
度�

■
参
加
費
　
１
５
、
０
０
０
円�

　（
宿
泊
費（
２
泊
）・
夕
食
費（
２
回
）を
含
み
ま
す
）�

■
申
込
締
切
　
３
月
25
日（
金
）ま
で�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
朝
鮮
通
信
使
行
列
振
興
会
事
務
局�

　
観
光
物
産
推
進
本
部
内�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
二
宮
）�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１（
内
線
１
０
２
）�

���

　
平
成
23
年
度
の
公
民
館
講
座
の
募
集
を
い

た
し
ま
す
。
「
こ
ん
な
講
座
あ
っ
た
ら
い
い

な
」
「
こ
ん
な
講
座
を
受
講
し
た
い
な
」
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
講
座
の
講
師
に
な
っ
て
い
た
だ
く

方
も
募
集
い
た
し
ま
す
。
自
薦
他
薦
は
問
い

ま
せ
ん
。�

■
締
め
切
り
　
４
月
８
日（
金
）�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
厳
原
地
区
公
民
館�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

　
美
津
島
地
区
公
民
館�

　
☎
０
９
２
０（
５
４
）４
０
４
４�

　
豊
玉
公
民
館�

　
☎
０
９
２
０（
５
８
）０
０
６
２�

　
峰
地
区
公
民
館�

　
☎
０
９
２
０（
８
３
）０
１
５
１�

　
上
県
地
区
公
民
館�

　
☎
０
９
２
０（
８
４
）２
５
７
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■
日
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月
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土
）
９
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時
50
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４
月
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日
）
９
時
10
分
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■
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場
　
対
馬
市
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流
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（
３
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■
受
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資
格�

　
平
成
24
年
度
長
崎
県
公
立
学
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員
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用

　
選
考
試
験
受
験
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望
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講
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容
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、
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料
　
無
料
（
講
義
テ
キ
ス
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、演
習
問
題
等
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■
締
め
切
り
　
４
月
７
日（
木
）�

■
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込
方
法�
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ガ
キ
に
氏
名
、
年
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験
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種
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勤
務
先
、
連
絡
先
（
住
所
、
電
話
番
号
）

　
を
明
記
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

【
問
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申
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先
）�

　
〒
８
１
７
‐
０
３
２
２�
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馬
市
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☎
・
℻
０
９
２
０（
５
４
）２
２
２
４�

������

■
国
家
公
務
員
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用
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種�

〈
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験
資
格
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２
日
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平
成
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年
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月

　
１
日
生
ま
れ
の
者
②
平
成
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４
月
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以
降
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ま
れ
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大
学
を
卒
業
し
た
者
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年
３
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ま
で
に
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が
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と
認
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▼
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対
馬
市
か
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の
お
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や
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な
ど
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情
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を
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し
ま
す
。（
詳
し
く
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）�
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〈
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付
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金
）〜
８
日（
金
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〈
第
１
次
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日
〉
５
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日
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■
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
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〈
受
験
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２
日
〜
平
成
２
年
４
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４
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月
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２
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平
成
23
年
度�

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験�

　
　（
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
）�

確定申告にかかる納期限のお知らせ�確定申告にかかる納期限のお知らせ�確定申告にかかる納期限のお知らせ�
●納付書で納付される方�
　申告所得税・・・・・・・３月15日（火）　 消費税および地方消費税・・・・・・・３月31日（木）�
●振替納税を利用される方�
　申告所得税・・・・・・・４月22日（金）　 消費税および地方消費税・・・・・・・４月27日（水）�
●申告所得税の延納を利用される方�
　納付書での納付・振替での納付の方とも・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５月31日（火）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となっておりますので、お忘れなく…�

■日時　３月10日（木）10時～16時�
■方法　弁護士による電話相談�

※当日だけの臨時電話（設置場所は長崎県弁護士会）�

☎095（824）0052（代）�

賃貸借トラブル 110番�

長崎県弁護士会　☎095（824）3903問い合わせ�

厳原税務署 ☎0920（52）0645　または国税庁ホームページへ�問い合わせ� イータックス�検索�



●材料●（5人分）�
　せんだんご……50g�

　白玉粉…………50g�

　水……………100ml�

　黒砂糖（粉）…30g

対馬の「せんだんご」と仲良くなろう！�
　１月29日（土）親愛児童センター主催の郷土料理教室が開催
され、私達ヘルスメイトも参加させていただきました。対馬の
「せんだんご」と仲良くなろうをテーマに「ろくべえ」「せんち
まき」「せんだんごの黒蜜かけ」作りに挑戦しました。「ろくべ
えせぎ」を使ったろくべえ作りにみんな興味津々！！最初は悪
戦苦闘していましたが、何度も続けるうちに、上手にろくべえ
を押し出していました。「出ないね～。あっ出た！出た！」私
達もドキドキハラハラでした。作る楽しさと美味しさをみんな
で感じた一日となりました。今回実習した中から、“せんだん
ごの黒蜜かけ”を紹介します。�

●作り方●�
① せんだんごと白玉粉を合わせて、少しずつ 
　 水を加え、耳たぶくらいの固さにこねる。�
② 丸めてから、まん中を少しくぼませ、熱湯
　 に入れてゆでる。�
③ 浮きあがったら、すくいあげて熱いうちに 
　 黒砂糖をまぶす。�

●一人分栄養価…エネルギー 92Kcal 　たんぱく質 0.7ｇ　カルシウム 27mg　食塩相当量 0ｇ�

食生活改善推進員　●厳原支部�

【問い合わせ】 福祉保健部南福祉保健センター　☎0920（52）4888

2011. 3 24

健康保健課からのお知らせ�

「対馬市食育推進会議」委員を募集します�

福祉保健部　健康保健課　☎0920（58）1116問い合わせ�

　対馬市食育推進会議は、市民一人ひとりが生涯にわたって健康で心の豊かさを実現できるよ
う、食の大切さなどを育む「食育」を推進していくために、食育推進に関する事項を審議し、
施策の実施の推進をしていく組織です。
　推進会議の運営には、広く市民の皆さんに参加していただき、より開かれた市政を推進する
ため委員の一部を公募します。

■公 募 人 数　2名
■任　　　期　平成23年5月1日～平成25年3月31日
■応 募 資 格　対馬市内に居住する20歳以上の方で食育などに関心があり、会議に出席でき
　　　　　　　る方。会議は年2回を予定しています。
■委員の報酬　市の規定により報酬及び交通費を支給します。
■応 募 方 法　応募用紙に必要事項を記入の上、健康保健課まで提出してください。
■応募用紙　健康保健課（豊玉）、南福祉保健センター（厳原)、北福祉保健センター（上県）
　　　　　　　及び各地域活性化センターにご用意しています。
■応 募 期 限　平成23年4月15日（必着）



～私の人生の宝となる対馬での５年間！～�

スジンの
�

25 広報つしま

国際交流員�成　修眞�
ソ ン　　　 ス ジ ン �

（観光物産推進本部）�

　2006年４月14日の金曜日。私が対馬に初上陸した
日です。日本語を専攻した大学時代から夢見た日韓の
かけ橋になる仕事がいよいよ対馬で実現できると思うと、
対馬に着く飛行機の中で期待と緊張で胸がいっぱいで
した。飛行機から降りて見た対馬の第一印象は、自然
に溢れていて、空気が澄んでいるということ。車で厳
原に着くまでの間、窓の外はみどりが本当に多く、そ
のおかげで私の緊張も少しずつ和らいでいきました。�
　初出勤から間もなく、さっそく通訳の仕事が舞い込
んで来ました。対馬市役所と釜山の影島区庁は姉妹縁
組を結び、毎年お互いの地域を相互に訪問しあってい
ますが、その年は対馬市が迎える番だったのです。初
仕事だけに万全の準備をして臨んだ交流会でしたが、
初通訳は見事に失敗に終わりました。私の能力不足に
加え、対馬の方言がまったく分からなく戸惑う場面が
いくつもあったからです。それから５年間、様々な場
面で通訳をしてきました。ときにはハプニングも起こ
りますが、言葉をつなぐ通訳は、常にやりがいがあり、
今思い出しても素晴らしい体験ばかりです。最初は苦
労した対馬の方言にも少しずつ慣れてきました。�
　通訳や翻訳の仕事以外にも、対馬では私が思いもよ
らなかった仕事がありました。幼稚園から高校まで様々
な学校を訪問し韓国の文化を紹介することや、誰でも
受けられる市民向け韓国語講座を開くことでした。韓
国の文化や言葉を伝え、すこしでも韓国に対する理解
を深めてもらうことは、日本と韓国がすこしでも近く
なっていくのが肌で実感でき、本当にやりがいがあり
ました。また、この講座などを通じて対馬のたくさん
の方と出会い、友達の輪が広がりました。�
　対馬では、仕事以外にも豊かな自然の中で余暇も充
実して過ごせました。国境マラソンIN対馬に出場したり、
シーカヤックで対馬の海を楽しんだり、山登りを楽し
んだり、テニス・ミニバレーなどのスポーツに夢中に
なったりしながら、対馬の綺麗な自然を満喫しました。�
　あっという間に過ぎた対馬での5年間。たくさんの方
と交流をしながら、また国際交流のお手伝いをしながら、
日韓交流の大切さと楽しさを身をもって体験できました。
この素晴らしい5年間の経験を胸に大事にしまって、こ
れからも日韓友好のために頑張りたいと思います。私
に人生の宝を作ってくれた対馬、そして対馬の皆さん、
本当に本当にありがとうございました!!!

対馬市役
所に�

初出勤！
５年前の

私�

です。緊
張して固

まっ�

てます(
^_^)

アリラン祭�で通訳�

ちんぐ音
楽祭�

で通訳�

幼稚園では�韓国の絵本の�読みきかせを�しました�

学校で�

韓国の文
化を�

教えまし
た�

韓国語講座の様子�毎年たくさんの方が�来てくれました�

苦手だっ
た�

料理教室
にも挑戦

�

しました
�

国境マラソン
国境マラソンIN対馬で対馬で�
ハーフを走り切りました

ハーフを走り切りました�２時間２時間20分！分！�

国境マラソンIN対馬で�
ハーフを走り切りました�２時間20分！�

対馬のき
れいな海

を
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れいな海
を�

満喫でき
るシーカ

ヤックは

満喫でき
るシーカ
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�

忘れられ
ない体験

でした

忘れられ
ない体験

でした�
対馬のき

れいな海
を�

満喫でき
るシーカ

ヤックは
�

忘れられ
ない体験

でした�

同僚の結婚式�では日本の着物も�着てみました�

初めて経
験した�

ドラマ撮
影の現場

！� 有明・白嶽・竜良�など対馬の山登りも�楽しみました�

シーカヤ
ックマラ

ソン�

大会の交
流会では

、みんな
�

と歌って
踊って!

!

対馬の海は�
本当に綺麗!!
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市長の動き�市長の動き�〈２月〉

※太字は島外出張�

対馬ひまわり基金法律事務所�

会　　　場� 担当弁護士�日　程�

■４月の無料法律相談�

※相談の時間は13時～16時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の16時まで）に予約をお願いします�

13日（水）�

【問い合わせ】対馬市社会福祉協議会 地域福祉班  ☎0920（58）1432

対馬市総合福祉保健センター（美津島）�

法テラス対馬法律事務所�20日（水）�峰町保健福祉センター�

対馬ひまわり基金法律事務所�27日（水）�対馬市交流センター（厳原）�

社会福祉協議会からのお知らせ�
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※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の
際
戸
籍
窓
口
で�

　
承
諾
の
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

暮らしとこころの相談会�暮らしとこころの相談会�
　多重債務者等に対して、弁護士・司法書士などの専門家による�
相談会を開催します。�

■日　時　３月22日（火）13時～16時　※毎月1回�
■場　所　ハローワーク対馬　２階会議室�
■内　容　①借金問題、多重債務等に関する相談�
　　　　　②失業によるストレス等のこころの健康に関する相談�
■相談料　無料�
　※相談を希望される方は、当日、ハローワーク対馬へ直接お越しくだ�
　　さい。お気軽にご相談ください。�

【問い合わせ】対馬保健所地域保健課　☎0920（52）0166

安全運転で、事故のない対馬を目指しましょう!!

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�

交通事故情報（平成23年中）� ２月28日現在�

本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�

7�
5�
0�
0�
9�
6

2�
1�
0�
0�
3�
0

9�
6�
0�
0�
12�
6

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

0120‐555‐203
24時間電話で健康を�
お届けします�

４月のテーマ�

月�

火�

水�

木�

金�

血圧が下がりにくい�
　－高血圧の治療－�

床ずれの予防と治療�

注意が必要なのどの病気�
　 －溶連菌感染症－�

光線過敏症�

歯周病と全身の健康との�
深い関係!�

外陰部のかゆみ�土・日�

対馬歴史民俗資料館運営委員会�
（仮称）環境基本条例検討委員会�
�
県後期高齢者医療広域連合運営�
委員会　　　　　　　　（長崎）�
�
企業訪問　　　　　　　（東京）�
�
各省庁訪問・企業訪問　（東京）�
�
「野生動物を守る」フォーラム�
　　　　　　　　　　　（東京）�
�
企業訪問　　　　　　　（福岡）�
�
総合計画にかかる総合会議�
新病院建設検討委員会�
�
慶応義塾大学「対馬プロジェクト」�
最終報告会�
�
９９歳到達褒状贈呈�
�
対馬市総合計画等審議会答申�
�
県総合交通計画策定委員会（長崎）�
�
北方領土返還要求県民集会（長崎）�
�
県林業公社理事会・総会（長崎）�
�
壱岐対馬地区郵便局長会通常総会�
�
対馬少年の主張大会�
�
対馬空港ターミナルビル取締役�
会　　　　　　　　　　（福岡）�
�
県市町村関係団体合同総会（長崎）�
�
全国離島振興協議会理事会（東京）�
�
離島振興法改正検討会議（東京）�
�
対馬市都市計画審議会�
�
市民劇団「漁火」旗揚げ公演�

１日

２日

３日

４日

６日

７日

９日

11日

14日

15日

16日

17日

18日�

19日�

20日�

21日�

22日�

23日�

24日

25日

27日



27 広報つしま

☎0920（52）1910

☆予約制となります。★内科医の紹介により診療予約となります。�

診療時間は９時～12時です（※急患の方のみ）�

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

8：30̃15：00

8：30̃11：00

8：30̃15：00

8：30̃15：00

8：30̃15：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00

18

27

6・13・20・27

8

6・13・20

6・20

6・13・20・27

16

血　液　内　科�

☆ 神 経 内 科�

☆ 循 環 器 科�

脳 神 経 外 科�

★糖尿病外来�

皮　膚　科�

思 春 期 外 来�

（長崎医療センター）�

（森　正孝）�

（守崎勝悟）�

（長崎医療センター）�

（中対馬病院）�

（川上眞寿弘）�

（長崎県精神医療センター）�

（長崎医療センター）�

☎0920（86）4321
診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

☎0920（54）2024

※１．☆印の診療科は診療科（内科）よりの予約患者様のみの診療を行っ�
　　　ております。�
※２．透析診療については、月曜日～土曜日までの午前中に診療しますの�
　　　で、お問い合わせください。�

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

8：30̃11：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00�
（紹介状制）�

8：30̃11：00

9：00～�

8：30̃11：00

6・7・13・14・20・�
21・27・28

6

15

6・13・20・27

19

7�
8 ※金曜日は予約のみ�

予約にて受け付けています�

耳 鼻 咽 喉 科�

泌　尿　器　科 �

眼　　　科�

☆ 神 経 内 科 �

内　視　鏡�

補 聴 器 外 来�

（福岡大学病院）�

（長崎大学病院）�

（いづはら病院）�

（九州大学病院）�

（市立大村市民病院）�

7：30̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃15：00�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

7：30̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃10：00

6・20�

5・19�

14・28�

13・27�

14・28�

8・22�

8・22�

27�

5�

8

眼　　　　科�

耳鼻咽喉科�

皮　膚　科�

�

�

泌 尿 器 科�

整 形 外 科�

循 環 器 科 �

神 経 内 科 �

脳　外　科�

精　神　科�

4/3（日）�

10（日）�

17（日）�

24（日）�

29（金）�

今屋敷ことう診療所�

すとう内科医院�

山　上　医　院�

東　島　医　院�

畑　島　医　院�

（厳　原）�

（厳　原）�

（仁　位）�

（厳　原）�

（ 　知）�

古藤　剛�

主藤久次�

山上　睦�

東島英孝�

畑島　陽�

日　程� 診　　療　　所　　名� 医師名�

日曜・休日救急医療�

※特別診療のうち、長崎大学、国立病院長崎医療センター応援につきましては、空路欠航等により診療を中止する事が�
　ありますので、事前に確認下さいますようお願いします。�

税務課  夜間窓口�
■３月の夜間窓口日程■�

窓口開設時間� 17：30～20：00まで�

場所と期間� 本 庁 税 務 課 �

※夜間窓口は、毎月月末の1週間を予定しています。（ただし、各地域活性化センターでは2日間を予定） 

３　月� 25（金）、28（月）～31（木）�

各地域活性化センター�

30（水）、31（木）�

■問い合わせ■ 市民生活部税務課 ☎0920（53）6111

午後８時まで開いています。�午後８時まで開いています。�
「日中は仕事で納付にいけない方」や、「事情により納付が困難で、�
納税相談をしたい方」など、ぜひ夜間窓口をご利用ください。
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観光物産推進本部　☎0920（53）6111�
E-mail asightseeing@city‐tsushima.jp
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対
馬
は
明
治
時
代
か
ら
終
戦
に
か
け

て
、
島
全
体
が
ひ
と
つ
の
要
塞
化
と
さ

れ
て
い
た
た
め
に
至
る
所
に
砲
台
が
備

え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
最
大
級

の
規
模
を
誇
っ
て
い
た
の
が
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の
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バ
ロ
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と
形
容
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れ
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台
で

す
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今
で
も
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台
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を
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光
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台
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に
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砲
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は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
「
戦

争
遺
跡
」
の
地
を
散
策
し
な
が
ら
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和

を
享
受
で
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や
、
昔
人
の
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労

に
思
い
を
馳
せ
て
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て
は
ど
う
で
し
ょ
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か
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落土隧道�

３がつ�生まれ�

※毎月たくさんのご応募をいただいています。下記問い合わせ先へお早めにご応募ください。（先着順ですが初めての方を優先します）�

多田椎南くんくん�多田椎南くん�
た    だ  しい  な�

3/2 生まれ（7才）�
峰町�

津留　吏くんくん�津留　吏くん�
つ  どめ     つかさ�

3/1 生まれ（2才）�
上県町上県町�
3/1 生まれ（2才）�
上県町�

栗山　心ちゃんちゃん�栗山　心ちゃん�
くり やま      こころ�

3/9 生まれ（2才）�
厳原町�
3/9 生まれ（2才）�
厳原町�

須川礼桜ちゃんちゃん�須川礼桜ちゃん�
す  がわ  れ   お�

3/13 生まれ（1才）�
豊玉町�

平間悠誠くんくん�平間悠誠くん�
へい  ま  ゆう せい�

3/23 生まれ（2才）�
豊玉町�

3/23 生まれ（2才）�
豊玉町�

山田乃々佳ちゃんちゃん�山田乃々佳ちゃん�
やま  だ   の   の   か�

3/17 生まれ（1才）�
上県町�

緒方俊範くんくん�緒方俊範くん�
お  がた とし のり�

3/18 生まれ（1才）�
厳原町厳原町�
3/18 生まれ（1才）�
厳原町�

中尾苺姫ちゃんちゃん�中尾苺姫ちゃん�
なか  お  まい  き�

3/29 生まれ（3才）�
厳原町�

向井結奈ちゃんちゃん�向井結奈ちゃん�
むか  い   ゆ   な�

3/9 生まれ（1才）�
上対馬町�

岡崎柊真くんくん�岡 柊真くん�
おかおか ざきざき しゅうしゅう ま�おか ざき しゅう ま�

3/25 生まれ（7才）才）�
　　　　　豊玉町�
3/25 生まれ（7才）�
　　　　　豊玉町�

帆那ちゃんちゃん�帆那ちゃん�
3/24 生まれ生まれ（2才）才）�3/24 生まれ（2才）�

はんはん  な�はん  な�

“�

”�

繋船場跡�

紀元橋�


